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　弘前大学は、令和 4 年度からスタートしている第 4 期中期目標においても、「女性の採用や上位職登用

を推進し、ジェンダーバランスの改善に取り組む。また、ライフイベントやライフステージに適切かつ十

分に配慮した支援策を展開し、女性が活躍できる環境を整備する。」としています。中期計画には明確な

目標値（女性教員在職比率 20%以上、および上位職に占める女性の割合を15%以上）を設定しています。

令和 4 年度末の在職比率は20.3%と目標を辛うじてクリアしているものの、女性教員の年間採用比率が

21.5%と低迷しており、継続的な取組が必要であると認識しています。

　今年度は、内閣府「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」に引き続き参加させていただくとと

もに、「男女共同参画トップセミナー」にオンラインで参加し、男女平等に関する取組・課題や無意識の

差別とその対処法を知る良い機会となりました。また、「女性研究者とのオンライン懇談会」には、多く

の女性研究者に参加いただき、採用時面接の問題、ワンオペ育児、そして介護の負担など、生の声を数多

くお聞きすることができました。頂いた意見を参考に、ライフイベント（結婚、出産、育児、介護など）

と研究の両立や、女性研究者の研究力向上のための支援策について今後も検討を重ねてまいります。まも

なく、コロナ禍の行動制限が解除されます。学内の女性教員同士が対面で情報交換できる機会を増やして

いただき、様々なご意見を私たちに届けてくださいますよう、宜しくお願いいたします。

　今年度、「文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特性

対応型）」に本学が採択され、外部資金を活用した女性研究者のための支援策も新たに加わりました。応

募時あるいは採用時に、女性研究者のための様々な支援策を詳しくお伝えし、女性研究者の確実な採用に

つなげていただきたいと思います。

　女性に限らず、知の集積拠点である大学という組織が持続的に新たな価値を創出し発展し続けるために

は、若手や外国人など多様な人材を積極的に求める段階に進まなければなりません。男女共同参画を含む

ダイバーシティとは、女性や外国人、あるいは障がい者等、異なる価値観との出合いに刺激され、組織全

体の世界観が広がることです。多様な人材がその才能をいかんなく発揮できるよう、本学の教育研究環境

の充実を図っていきたいと考えています。

� 国立大学法人 弘前大学 学長
　福　田　眞　作

ごあいさつ
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理事（社会連携担当）
　　　　石　川　隆　洋

　弘前大学では、学長の強いリーダーシップの下、性別にかかわらず学びやすく働きやすい研究環境の実

現に向けた取組を行っています。

　令和 3 年度に、弘前大学男女共同参画推進基本計画（第 2 期）の中間見直しを行い、この行動計画に「特

に自然科学系の増加を重視してポジティブアクションを講じる」と明記されました。これを受け令和 4 年

度に、文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特性対応

型）」に、「理工農系女性研究者５割増のためのスマートラボ化・博士後期女性フェローシップ創設」プロ

グラム（令和 4 ～ 9 年度）を申請し採択されました。これは、本学の自然科学系部局（理工学研究科、農

学生命科学部）での女性研究者の割合が全国の大学に比べ低いこと、また、本学は大都市圏から離れた立

地にあり女性研究者の採用や定着が難しいことなどの課題を解消するための取組が評価されたものです。

　このフェローシップ制度は、女性の大学院進学促進による女性研究者の育成を図るもので、支援対象を

本学の理工農系博士後期課程の女性大学院生とし、研究奨励費と研究費を支援するものですが、今年度は、

岩手大学大学院連合農学研究科（本学配置）の 2 名の女性大学院生が支援対象となりました。また、女性

研究者の研究効率の向上等に係る取組は、スマートラボ化ツールの導入や環境整備を行うもので、今年度

は遠隔会議ブースを２基（文京地区・本町地区各 1 基）設置しました。

　このほか、「女性研究者支援モデル育成事業」（平成22～24年度）や「ダイバーシティ研究環境実現イ

ニシアティブ（牽引型）」（平成28～令和 3 年度）を通して確立され、本学が現在取り組んでいる、女性

限定・優先公募、ダイバーシティレポート制度、リクルート経費支援などの各種女性研究者応募・採用促

進制度や、ライフイベント期の研究者に対する研究支援員の配置、女性研究者の研究力・リーダー力向上

支援、そして、意識啓発セミナーの開催などを着実に推進し、性別にかかわらず学びやすく働きやすい研

究環境の実現に努めます。

　昨年10月には、産後パパ育休制度（出生時育児休業制度）が創設され、性別にかかわらず育児休業を取

得しやすい雇用環境となりました。

　本学では、今後とも、ワーク・ライフ・バランスに配慮した環境整備や各種支援対策、ジェンダーバラ

ンス改善等の取組により、男女共同参画を推進して参りますので、皆様のご理解とご協力をお願いします。
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　日頃より弘前大学における男女共同参画、ダイバーシティ推進にご支援ご協力いただき誠にありがとう

ございます。

　男女共同参画推進室にとって2022年度最大の出来事は、科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研

究環境実現イニシアティブ（特性対応型）に「理工農系女性研究者 5 割増のためのスマートラボ化・博士

後期女性フェローシップ創設」というプログラムで申請し、採択されたことです。このプログラムは事業

期間が 6 年間で、女性研究者の増加が停滞している理工学研究科と農学生命科学部について、2027年度ま

でに女性研究者数を2022年度の1.5倍にすると同時に、大学全体の女性研究者比率を23％に引き上げるこ

とを目標としています。そのためスマートラボ化ツール導入（実験遠隔モニタリングシステム、オンライ

ン会議用ブースなど）により女性研究者の研究効率向上を図り、関連してリモートワークを可能とするた

めの学内規則整備などスマートラボ化関連環境整備を進めます。また、理工と農生の博士後期課程女子学

生を対象としたフェローシップ制度「理農女性フェロー」を創設し、女性研究者育成を支援します。理工・

農生を主に据えていますが、全部局に関係する取組も多いですので、積極的にスマートラボ化ツール等を

ご活用いただくと同時に、事業実施と目標達成へのご協力・ご支援をお願いいたします。

　一方で、女性研究代表者共同研究支援や学外から女性研究者が着任した際の基盤整備等スタートアップ

経費支援に用いている弘前大学男女共同参画基金が、いよいよ払底に近づいてきました。この基金は、弘

前大学創立60周年記念事業後援会からの資金1,000万円を原資とし「基金による事業は平成28年度から 6

年間実施するものとする」とされていたものです。平成28年度から 6 年間経過した令和 3 年度末時点でも

相応の残額があったため、令和 4 年度は令和 3 年度と同程度の規模で事業実施いたしました。そして令和

5 年度以降について、近年の規模での事業実施が困難である状況でしたので、今年度、検討に着手いたし

ました。しかし、室長の力不足で十分な対応策を練ることができないまま、次年度に検討を持ち越すこと

となってしまい、大変申し訳なく感じています。

　これまで構築してきた事業については、改善を意識しながら継続的に実施しています。トップセミナー

では昨年度に続きワークショップを組み込んだ運営を行い、Facilitator’s LABO〈えふらぼ〉主宰の栗本

敦子先生より「無意識の差別を考える」というテーマで開催いたしました。さんかくダイアログにおいて、

昨年度は学生提案企画を導入しましたが、今年度は室員以外の教員からの持ち込み企画である「デュアル

キャリアカップル」をテーマに開催したり、理工学部FDとして開催したりという工夫を行いました。

　今後とも、すべての人が働きやすく学びやすい弘前大学の実現に向け、一歩一歩歩んでいきたいと考え

ています。引き続き皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。

男女共同参画推進室長
　藤　﨑　浩　幸
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当該年度の弘前大学の男女共同参画の現状

　2022年 5 月 1 日現在の本学教職員総数は2,034名（他に学長･理事･監事等）です。そのうち女性は995
名（48.9％）です。大学教員（助手を含む）は791名、うち女性は165名（20.9％）、附属学校園教員は91名、
うち女性は50名（54.9％）です。事務職員・技術職員等（医学部附属病院を除く）は297名、うち女性は
105名（35.4％）、医学部附属病院の事務職員・技術職員等は855名、うち女性675名（78.9％）です。
　2021年 5 月 1 日時点と比較すると、大学教員、附属学校園教員、医学部附属病院の事務職員・技術職員
等はそれぞれ0.1％、2.8％、0.5％増加し、事務職員・技術職員等（医学部附属病院を除く）は0.2％減少し
ました。さらに、管理職に占める女性比率は、役員（非常勤除く）14.2％、事務系職員10.0％で、役員は2.5％
減少、事務系は0.3％増加しました。

学部専任担当別の教員数と女性比率
　大学教員における女性比率を昨年度と比較し、増加した学部・研究科等は教育学部（＋0.4％）、保健学
研究科（＋7.4％）でした。人文社会科学部は0.6％、医学研究科は0.7％、附属病院は1.6％、理工学研究科
は0.1％、農学生命科学部は1.2％、附属研究所・学内共同教育研究施設等は1.5％減少しました。

学部学生数と女性比率
　学部学生の総数5,979名のうち女性は2,624名（43.9％）です。学部ごとにみると、女性比率の高い順に、
医学部心理支援学科23名（71.9％）、医学部保健学科573名（69.5％）､ 教育学部437名（61.9％）､ 人文社会
科学部656名（55.2％）､医学部医学科355名（44.2％）、農学生命科学部370名（40.4％）、理工学部210名（13.9％）
となります。
　昨年度と比較すると、女性比率は増減がありませんでした。学部ごとでは、人文社会科学部（＋1.3％）、
医学部医学科（＋2.0％）、医学部保健学科（＋0.4％）、医学部心理支援学科（＋5.2％）で増加しました。
理工学部（－1.5％）、農学生命科学部（－1.6％）では減少、教育学部は増減がありませんでした。
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大学院学生数と女性比率
　大学院生の総数は979名、そのうち女性は302名（30.8％）です。学部学生に比べて女性比率は低くなっ
ています。研究科ごとにみると、女性比率の高い順に、人文社会科学研究科25名（53.2％）、地域共創科
学研究科30名（47.6％）、教育学研究科16名（42.5％）、地域社会研究科16名（41.0％）、保健学研究科51名

（39.5％）、農学生命科学研究科32名（35.6％）、医学研究科98名（34.0％）、理工学研究科33名（11.7％）と
なります。
　昨年度と比較すると、女性比率は全体で1.6％増加しました。研究科ごとでは、人文社会科学研究科（＋
6.9％）、教育学研究科（＋3.0％）、医学研究科（＋2.0％）、保健学研究科（＋5.4％）、地域社会研究科（＋4.2％）
で増加し、理工学研究科（－0.4％）、農学生命科学研究科（－0.3％）、地域共創科学研究科（－3.4％）と
減少しました。
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実施体制

　役員会が重要事項を審議・決定し、男女共同参画推進室長が委員長を務める男女共同参画推進委員会
が具体的な事業を企画・審議しました。男女共同参画推進委員会は、各学部・研究科、医学部附属病院、
総務部、総務部人事課、学務部学生課、研究推進部研究推進課の15名の室員から構成されました（前年
度は20名）。男女共同参画推進室は、学長直属の組織として弘前大学管理運営規則に定められ、専任担
当教員と事務補佐員（社会連携部社会連携課）を置き、各種事業を実施しました。なお、男女共同参画
推進委員会に先立ち、同委員会での審議・報告事項に関して事前調整を行う「運営会議」の構成員につ
いて、スリム化し、兼務室員の負担軽減を図りました。
　以上の学内の実施体制に加えて、平成28～令和 3 年度に岩手大学を代表機関として実施された文部
科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）の実施組織

「北東北ダイバーシティ研究環境実現推進会議」が「北東北ダイバーシティ研究環境推進コミッティ」
に発展的に変更され、令和元年度に加入した全国ダイバーシティネットワーク東北ブロックと併せて、
引き続き参加しました。牽引型事業の参加機関に位置づけられていた「あおもりダイバーシティ研究環
境推進ネットワーク」も活動を継続し、令和 5 年 3 月にオンラインで年次会議を開催しました。平成22
年度にスタートした、本学、秋田大学、岩手大学による北東北国立 3 大学の連携による男女共同参画の
連携も、継続しました。令和 4 年度の北東北国立 3 大学の連携の取組については、「北東北国立 3 大学
男女共同参画シンポジウム」（本報告書15ページ）をご覧ください。
　さらに、令和 4 年度は、文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシ

弘前大学における男女共同参画推進体制

役員会
数値目標の管理

事務担当
社会連携部 社会連携課

男女共同参画推進室

弘前市

青森県

全国ダイバーシティネットワーク

北東北国立3大学連携
推進会議連携協議会

●岩手大学（代表機関）
●弘前大学
●八戸工業高等専門学校
●一関工業高等専門学校
●東北農業研究センター
●㈱ミクニ

北東北ダイバーシティ
研究環境推進コミッティ
文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバー
シティ研究環境実現イニシアティブ（索引型）「ダイ
バーシティ実現で北東北の未来を先導」の実施

●弘前大学
●弘前学院大学
●柴田学園大学
●柴田学園大学短期大学部
●青森公立大学
●青森中央学院大学
●青森中央短期大学
●八戸工業高等専門学校
●八戸工業大学
●八戸学院大学
●八戸学院大学短期大学部
●北里大学獣医学部
●（地独）青森県産業技術センター
●弘果総合研究開発株式会社
●東北化学薬品株式会社
●株式会社ラグノオささき

あおもりダイバーシティ
研究環境推進ネットワーク
構成機関

男女共同参画
担当理事

学 長

●各学部・研究科教員
●附属病院教職員
●人事課・学生課
　研究推進課課長
●男女共同参画推進室
　専任担当教員

男女共同参画
推進委員会

専
任
ス
タ
ッ
フ

室 長

アティブ（特性対応型）（令和 4 ～ 9 年度）に採択され、ラ
イフイベント中の研究者の研究効率向上支援のためのスマー
トラボ化の取組（本報告書 9 ページ）や博士後期課程の女子
学生を対象としたフェローシップ制度の創設（本報告書14
ページ）を行いました。申請にあたっては、女性研究者、大
学院生を対象とした実態や支援ニーズに関するオンラインア
ンケートを実施（ 4 ～ 5 月）し、その結果を申請する取組に
反映させました。

令和４年度 男女共同参画推進委員会 名簿
役職等 氏　　名 所　　属　　等
室　長 藤　﨑　浩　幸 農学生命科学部教授
副室長 北　宮　千　秋 保健学研究科教授

阿　部　禎　辰 総務部長
室　員 古　村　健太郎 人文社会科学部准教授

新　谷　ますみ 教育学部准教授
浅野　クリスナ 医学研究科教授
金　澤　佐知子 医学部附属病院副薬剤部長
鳥　飼　宏　之 理工学研究科教授
中　島　　　晶 農学生命科学部教授
山　下　　　梓 男女共同参画推進室助教
後　藤　真　吾 総務部人事課長
三　上　　　徹 学務部学生課長
三　浦　尚　子 研究推進部研究推進課長
皆　川　智　子 医学部附属病院助教
宋　　　美　蘭 教育推進機構准教授
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実施事業の内容と成果

１．環境整備

　環境整備については、以下の託児利用料補助、子育て・介護中の研究者への研究支援員配置、男性教
職員の育児・介護に関する休暇・休業取得促進、SOGIプロジェクトの提言を踏まえた取組、内閣府「『輝
く女性の活躍を加速する男性リーダーの会』行動宣言」賛同、ライフイベント中の研究者の研究効率向
上支援のためのスマートラボ化、弘前大学男女共同参画推進基金のあり方に関する検討を行いました。

○託児利用料補助（学会参加時、休日勤務時等、病児・病後児）
　円滑で効率的な業務とワーク・ライフ・バランス支援のため、本学研究者が学会参加時に託児サービ
スを利用する場合や、職員が休日に勤務を命じられたり、延長保育・夜間保育利用の必要が生じる日帰
り出張、宿泊を伴う出張を命じられたりした際に託児サービスを利用する場合、また、業務のため病児・
病後児保育施設を利用した場合の利用料補助を実施しました。
　補助した件数は、14件でした。令和 4 年度も、新型コロナウイルスの影響か学会参加にかかる利用申
請はありませんでした。
　
　学会参加時の託児費用補助　実績
　利用実績： 0 件

　休日勤務時等、病児・病後児の託児利用料補助　実績
　利用実績：14件（うち男性 2 件）

○子育て・介護中の研究者への研究支援員配置
　平成24年度から、ライフイベント（出産・育児・介護）により研究活動やワーク・ライフ・バランス
の維持が極めて困難な研究者を支援する目的から、研究支援員（本学学生）を配置しています。これま
でに本制度の支援を受けた研究者は、論文発表や学会発表、科学研究費助成事業の採択等の成果を上げ
てきました。
　令和 4 年度は、年度途中での申請者を含めて、人文社会科学部、教育学部、医学研究科、保健学研究
科、医学部附属病院、理工学研究科、農学生命科学部、地域戦略研究所の教員12名に対して13名の研究
支援員を約1250時間配置しました。昨年度に比べ、被支援教員の人数が 1 名減ったほか、年度途中に研
究活動を一時中断することとなった被支援者がいたことなどから、支援時間数の合計も180時間減少し
ました。

　支援期間：令和 4 年 5 月16日～令和 5 年 3 月31日
　被支援者：12名（うち男性 1 名）（子育て事由 9 、介護事由 3 ）

○男性教職員の育児・介護に関する休暇・休業取得促進
　男性の育児・介護に関する休暇・休業については、取得者が女性に比べて限られている現状がありま
す。また、産後パパ育休制度を含む改正育児・介護休業法の順次施行に伴い、昨年 3 月、改正育児・介
護休業法の主な内容のほか、福田眞作学長、石川隆洋理事（社会連携担当）、各学部長・研究科長の計
10名による男性の育児・介護に関する休暇・休業取得支援メッセージ写真を含む、男性教職員の育児・
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介護に関する休暇・休業取得促進のポスター（本報告書裏表紙）を作成しました。 4 月以降、このポス
ターを学内の掲示板に広く掲示し、男性教職員の育児・介護に関する休暇・休業取得促進の雰囲気の醸
成を図りました。
　また、第 2 回さんかくダイアログ（本報告書16ページ）では、改正育児・介護休業法に伴い改正され
た本学の規則について、話題提供者に人事課長を迎え、育児・介護に関する休暇・休業に関する情報発
信を行いました。この回のさんかくダイアログについては、当日参加がかなわなかった教職員も改正規
則の説明を聴くことができるよう、学内限定で動画を配信しました。

○SOGIプロジェクトの提言を踏まえた取組
　男女共同参画推進室の取組のよりどころとなる弘前大学男女共同参画推進基本計画（第 2 期）には、
行動計画のひとつとして「職員や学生が、性別はもとより、年齢、人種、国籍、言語、障害、性的指向、
性別自認等を問わずに働きやすく学びやすい環境づくり」が掲げられています。この行動計画の性的指
向、性別自認（sexual orientation and gender identity（SOGI））に関する取組として、令和 2 年度、
教職員や学生からなる「SOGIプロジェクト」から、SOGIの観点からの弘前大学での取組について、男
女共同参画推進委員会に提言がありました。
　令和 4 年度もこの提言を受けて、 7 月、English Lounge Forum・International Hirodaiとのコラボ企
画として第 1 回さんかくダイアログ（本報告書16ページ）において、同性パートナーを含む家族の多様
性についてとりあげ、男女共同参画推進室専任担当教員が英語で話題提供を行いました。また、男女共
同参画推進室TwitterでSOGI関連の情報を積極的に発信したほか、昨年11月作成したセクシュアリティ
の多様性を象徴するレインボーフラッグのピンバッジの着用を引き続き管理職等に呼びかけました。

○内閣府「『輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会』行動宣言」賛同
　福田学長は、令和 4 年度も、内閣府が支援する「『輝く女性の活躍を加速するリーダーの会』行動宣言」
に引き続き賛同しました。この宣言は、平成26年に首相官邸で開催された「輝く女性応援会議」を契機
に、女性の活躍促進に取り組む企業の男性リーダーからなる「輝く女性の活躍を加速するリーダーの会」
によって策定されたものです。
　12月、福田学長は、「令和 4 年度『輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会』に係る冊子」（発行：
内閣府男女共同参画局）作成のためのアンケートで、女性活躍への想いや組織内外へ自ら発信した事例
について「『性別、年齢、国籍等を問わず、ワーク・ライフ・バランスに配慮しながら、誰もが学びや
すく働きやすい環境』を目指し、役員や事務系管理職の女性比率を令和 7 年度までに20％、将来的に
30％を目標としている。女性活躍推進の中でも女性研究者比率向上に特に注力してきた。組織の成長に
は女性活躍推進が不可欠であることを発信している。全学教員人事委員会では女性の積極採用・登用を
定期的に呼びかけ、女性限定公募の実施につながっている。」と回答しました。

○�ダイバーシティ補助事業（特性対応型）ライフイベント中の研究者の研究効率向上支援のためのスマー
トラボ化（遠隔実験モニタリングシステム導入、発言のAIによる自動テキスト化ツール導入、遠隔会
議ブース設置、防音パーティション貸出）
　採択されたダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特性対応型）には、研究効率の向上等に係
る取組が含まれています。具体的には、遠隔実験モニタリングシステム導入、研究打合を含む会議等で
の発言をAIにより発言者ごとに聞き分け自動テキスト化するツール導入や、個室をもたない研究者を
想定した遠隔会議ブースのコラボ弘大、医学部コミュニケーションセンターへの設置、そして、在宅勤
務時等にオンライン会議に出席する際の防音パーティションの貸し出しを行いました。これらの取組に
ついては、 3 月発行のさんかくつうしんでも情報を発信し、活用を呼びかけました。
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○弘前大学男女共同参画推進基金のあり方に関する検討
　平成28年度に弘前大学創立60周年基金を原資とする弘前大学男女共同参画推進基金が整備され、第 3
期中期目標・中期計画（平成28～令和 3 年度）に掲げられた女性教員の在職比率や採用比率に関する
数値目標達成に資するよう、スタートアップ経費支援、面接時交通費支援、リクルート経費支援、女性
研究者を研究代表者とする共同研究支援等に活用されてきました。この資金の残額が少なくなってきた
ことから、令和 4 年度以降に向けて男女共同参画推進委員会において本基金のあり方に関する検討を行
い、一定の方向性を明らかにしました。
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２．女性研究者採用・上位職登用、理系女子裾野拡大

　女性研究者採用・上位職登用、理系女子裾野拡大については、女性研究者を研究代表者とする共同研
究支援、ダイバーシティレポート制度、女性研究者の応募・採用促進（スタートアップ経費支援、面接
時交通費支援、リクルート経費支援）、プロモーションメンター制度、児童生徒を対象とした理系女子
裾野拡大、教員確保・定着促進に向けた提言、博士後期課程の女子学生を対象としたフェローシップ制
度創設を行いました。これらの取組に加えて、主要部局長への担当理事・男女共同参画推進室長による
ヒアリングも行いました。

○女性研究者を研究代表者とする共同研究支援
　ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）事業において創設した本学の女性研究者が研
究代表者、連携機関の研究者等が共同研究者として参加する共同研究支援も、牽引型事業は終了しまし
たが、引き続き実施しました。この取組は、本学を含む連携機関や北東北地域の女性研究者の研究力・
リーダー力・マネージメント力の向上を図り、上位職登用の促進につなげるとともに、当該領域・分野
の研究の深化に寄与することを目的とするものです。
　令和 4 年度は、新規 2 件を含む 4 件の申請があり、教育学部、保健学研究科、農学生命科学部、地域
戦略研究所の 4 名の研究代表者（うち文系 1 名）による研究を支援しました。

○ダイバーシティレポート制度
　ダイバーシティレポート制度は、すべての教員公募（女性限定公募を除く）を対象に、選考の各段階
について男女共同参画の観点から選考委員長等がレポートするものです。平成29年度からの試行を経て、
令和元年度に全学教員人事委員会において本格導入が決定されました。昨年 3 月には全学教員人事委員
会において、これまでの実績を踏まえ、本制度の実効性を高めるために様式の改善や、レポート提出先
の変更等が了承されました。令和 4 年度はこの改正実施要項に基づいて実施され、 1 学部・研究所から
4 件のレポートが提出されました。

○女性研究者の応募・採用促進（スタートアップ経費支援、面接時交通費支援、リクルート経費支援）
　女性教員の応募・採用促進の取組としてこれまでに構築された女性教員基盤整備等スタートアップ経
費支援、教員公募面接時の女性候補者への交通費支援、リクルート経費支援を実施しました。
　女性教員採用促進事業（女性教員基盤整備等スタートアップ経費支援）は、弘前大学男女共同参画推
進基金を財源とし、女性限定公募により新たに教員を採用した場合に研究環境の基盤整備等にかかるス
タートアップ経費（女性教員 1 人につき50万円上限）を部局に対して支援することにより、女性教員の応
募促進と採用・在職比率の向上を図るものです。令和 4 年度は、1 件の申請があり、これを支援しました。
　女性教員採用促進事業（面接時交通費支援）は、弘前大学男女共同参画推進基金を財源とし、教員公
募面接時の女性候補者に対する交通費（上限額30万円）を支援するものです。令和 3 年度は、新型コロ
ナウイルスの影響にも関わらず、従来を上回る12名の女性候補者について部局から申請があり、これら
をすべて支援しました。採否が判明している10名のうち 5 名の採用が決まりました。
　女性教員採用促進事業（リクルート経費支援）は、弘前大学男女共同参画推進基金を財源とし、教員
公募における女性候補者からの募集を促すための学会誌等への広告掲載や周知に出向く際の旅費等（ 1
件につき10万円上限）を部局に対して支援するものです。令和 4 年度は、 1 件の申請があり、これを支
援しました。
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○プロモーションメンター制度
　プロモーションメンター制度は、本学の女性研究者が教育・研究・管理運営等にかかる現状や課題等
を相談できる体制を整備することにより、本学における女性研究者の上位職への登用促進を図ることを
目的とするものです。平成29年度から令和元年度まで試行され、令和 2 年度に本格導入されました。
　この取組では、メンティを、将来的に上位職に就くことを視野に入れメンターシップを希望する女性
教員とし、 1 人のメンティに対し、理事と、メンティが所属する学部・研究科の長の 2 人が配置されま
す。プロモーションメンターは、教育、研究、管理運営等に係るマネージメント力向上に向けた助言を
行うとともに、研究環境の現状を把握し、当該女性研究者が昇任または上位職に就くためのシステム改
革を積極的に行います。令和 4 年度は、教育学部、医学研究科、医学部附属病院の 4 名のメンティの面
談が行われました。

○児童生徒を対象とした理系女子裾野拡大
　児童生徒を対象とした理系女子裾野拡大の取組として、女子学生による理系女子進路相談会開催、女
性研究者の研究ポスター展示を行ったほか、青森市男女共同参画プラザによる女子小学生対象理科実験
教室、弘前市による理工系分野女性活躍推進事業、本学教員による女子高生工学系キャリアサポートを
支援しました。

女子学生による理系女子進路相談会
　理系女性の裾野拡大を図る目的から、オープンキャンパスにあわあせて「女子学生による理系女子
のための進路相談会」を実施しました。令和4年度は、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえて、オー
プンキャンパスがオンサイトとオンラインにより行われたことから、この相談会も、オンサイトとオ
ンラインでの開催となり、理系進学を考えている女子高校生の進路に関する疑問や不安等について、
各学部から推薦された教育学部、医学部医学科、理工学部、農学生命科学部の女子学生生が相談に応
じました。
　医学部医学科については、医学科への進学に関心のある女子高校生が少なくないことを踏まえて、
令和 3 年度から同学科所属の学生に相談員（協力学生）に加わってもらっているものです。
　参加したすべての女子高校生が、この相談会に
ついて「とても参考になった」「参考になった」
と評価しました。参加者からは「とても参考にな
りました。進路決めに活用したいと思います」「理
系女子同士というのもあって、とても気軽に相談
しやすく楽しかったです」「理系の女子大生の方々
のお話が聞けて、大学生活のイメージができまし
た」といった感想が寄せられました。
　また、相談員を務めた学生からは「理工学部に
入る女子は少ないので、こういった機会からでも
いいなと思ってくれる子が増えてくれたら」「意
欲のある高校生の皆さんと接することができてエ
ネルギーをもらえました」等の感想がありました。
　対面でのみ開催されていたコロナ禍以前は例年
約50名が参加していましたが、青森県内や近県に
とどまらず、全国各地から同規模の参加を得るこ
とができました。
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　日　時：令和 4 年 8 月 8 日　12時～16時、 9 日　 9 時～15時（12時～13時休憩）
　会　場： 1 日目 総合教育棟　1F教務課・学生課前スペース、 2 日目 Zoom
　参加女子高校生：60名
　協力学生：16名（教育学部、理工学部、医学部医学科、農学生命科学部）

女子小学生対象理科実験教室
　女子児童が理科実験の楽しさを経験することによって理系分野に関心を持つきっかけとなる場を提
供し、理系女子の裾野拡大を図ることを目的として、青森市男女共同参画プラザが主催した女子小学
生対象理科実験教室「実験ガールズ」に協力しました。具体的には、当日実験会場での掲示用に、本
学女性研究者の研究等に関するポスターを貸し出しました。コロナ禍以前には、ポスター貸出に加え、
実験教室の「センセイ」を務める女子学生の一部を公募し、この企画に派遣しましたが、令和 4 年度
も、新型コロナウイルスの影響により公募は行いませんでした。
　日　時：令和 4 年 7 月30日　13時～15時30分
　会　場：青森市男女共同参画プラザ　研修室
　参加者：20名

理工系分野女性活躍推進事業
　地域の中高生が理工系進路の選択とその先にある地域企業での就業イメージ形成をできるようにと
弘前市が主催した「弘前大学研究体感プログラム　集まれ中高生！！未来が見つかる大学研究体験」
に協力しました。男女共同参画推進室は、研究体験プログラム「シャボン玉で火を消そう」を担当し
た鳥飼宏之教授（理工学研究科）、「植物細胞をのぞいてみよう」を担当した笹部美知子准教授（農学
生命科学部）と主催者の間の調整や、学内の会場確保の調整などに協力しました。
　日　時：令和 4 年 9 月11日　13時～16時
　会　場：Microsoft Teams
　参加者：14名

女子高生工学系キャリアサポート
　理系の中でも特に女性が少ない工学系について、その面白さを実感することで進路の選択肢になる
ようきっかけとなる場を提供し、理系女子の裾野拡大を図ることを目的として、当室員の鳥飼宏之教
授（理工学研究科）による「女子高生工学系キャリアサポート」の開催を支援しました。
　日　時：令和 5 年 2 月18日　13時～17時
　会　場：理工学部校舎
　参加者： 7 名
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○教員確保・定着促進に向けた提言
　女性研究者を対象としたオンラインアンケートやダイバーシティレポートの結果を踏まえて、教員公
募の際の応募者確保や採用後の定着促進に必要な方策について、男女共同参画推進委員会において検討
を行い、「応募者に向けた弘前での生活に関する総合的な情報提供」「家族帯同支援」「当面の公募要項
の改善」からなる「応募教員確保・定着促進に向けた提言」をとりまとめました。提言については、令
和 5 年度に実現に向け学内の関係部署等と調整を行う予定です。

○ダイバーシティ補助事業（特性対応型）博士後期課程の女性大学院生を対象としたフェローシップ制度
　採択されたダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特性対応型）には、女性研究者を増やすた
めの裾野拡大の取組も位置づけられています。昨年11月、この取組の一環として、理工学研究科と岩手
大学大学院連合農学研究科（弘前大学配属）の博士後期課程の女性大学院生を対象としたフェローシッ
プ制度を創設しました。この 2 つの研究科に対象が絞られているのは、本学における教員に占める女性
比率が、分野特性などから他研究科に比べて特に理工学研究科と農学生命科学部において低く、その状
況の改善につなげていくためです。
　本フェローシップによる支援を受ける大学院生「弘前大学理農女性フェロー」は、標準修了年限の範
囲で、 1 か月あたり研究奨励費10万円、年あたり研究費20万円を支給されます。昨年12月に令和 4 年度
分の公募と選考が行われ、連合農学研究科の 2 名への支援を決定しました。令和 5 年度分については、
2 ～ 3 月に公募が行われました。
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３．意識啓発・情報発信など

　意識啓発・情報発信については、北東北国立 3 大学男女共同参画シンポジウム、男女共同参画トップセ
ミナー、教職員・学生対象意識啓発・交流事業「さんかくダイアログ」、男女共同参画に関する学修機会、
ウェブサイト・ニュースレター・Twitterを通じた情報発信を行いました。

○北東北国立 3大学男女共同参画シンポジウム
　本学、秋田大学、岩手大学の北東北国立 3 大学は、平成22年度から連携して、男女共同参画シンポジ
ウムを持ち回りで開催してきました。令和 4 年度は、岩手大学が事務局を務め、 7 月に開かれた 3 大学
の男女共同参画推進室長による会議（北東北大学連携男女共同参画推進連絡会議）で了承された「男性
の育児休業を応援する職場が選ばれる?! 『2030』時代の大学・企業と育児参加支援」をテーマに、 9 月
にオンライン（Zoom）で開催されました。

○男女共同参画トップセミナー
　管理職を主な対象に女性教員の採用・昇任等をはじめとするダイバーシティ研究環境推進に関する意
識啓発を図る目的から、トップセミナーを開催しました。
　令和 4 年度は「無意識の差別を考える　特権概念を手掛かりに」をテーマに、オンラインで、
Facilitator’s LABOの栗本敦子先生を講師にお迎えし、そもそもダイバーシティとは何かにはじまり、
日常のことばに現れる私たちの無意識の例、無意識の偏見につながるヒドゥン・カリキュラム（隠れた
カリキュラム）の例、特権とは何か、などについてお話しいただきました。また、日常生活のさまざま
な場面で、悪意なく、無意識のうちに起きがちな事柄について、参加者が小グループに分かれて一緒に
検討するワーク「これってOK ？アウト？」も行われました。
　参加者アンケート（回答数23）では18名が「大変有意義だった」、 5 名が「有意義だった」との評価
でした。自由記述には、「無意識の差別や、好意として差別をおこなってしまうこと、さらに差別が個
人の意識ではなく社会の構造のなかに生まれることをよく理解できました。仕組みや制度を変えること
で、働きやすい職場をつくるよう行動していきたい」「グループワークがあることで自分の偏見に改め
て気がつくことができました」等の感想がありました。
　日　時：令和 4 年12月21日　10時20分～11時40分
　会　場：Zoom
　参加者：30名



－ 16 －

○教職員・学生対象意識啓発・交流事業「さんかくダイアログ」
　平成25年度から、性別にかかわらず働きやすく学びやすい弘前大学の実現を目指して、男女共同参画
推進に関心のある職員や学生が意見・情報交換を行う場を提供するとともに、参加者同士のネットワー
クの構築支援を目的として「さんかくカフェ」が開催されてきました。令和 2 年度には、男女共同参画
に関して、学生や教職員が気軽に参加でき自由に語り合える（ダイアログ[対話]できる）場を提供した
いとの考えから、これまで開催されてきた「さんかくカフェ」、学長・女性研究者懇談会、学生対象意
識啓発事業の装いを新たに「さんかくダイアログ」に発展しました。令和 3 年度には、企画テーマを学
生・教職員から公募し、学生からの提案テーマにより開催しました。令和 4 年度は、教員からテーマの
提案があり、公募テーマ回も含めて、以下のとおり開催しました。

第 1回　「�Rethinking Families: Realities of Rainbow Families in Japan」（English Lounge 
Forum/International Hirodaiコラボ企画）

日　時：令和 4 年 7 月13日　13時～14時
話題提供者：山下梓助教（男女共同参画推進室）
参加者：32名

第 2回　「改正された育児休業、新設された不妊治療休暇について」
日　時：令和 4 年10月31日　12時～12時30分
話題提供者：後藤真吾課長（総務部人事課、男女共同参画推進室員）
参加者： 7 名

第 3回　「『デュアルキャリアカップル』を考える」（公募テーマ回）
日　時：令和 4 年11月15日　12時～12時40分
話題提供者：辻本侑生助教（地域創生本部地域創生推進室）
参加者：14名

第 4回　理工学研究科FD研修会
日　時：令和 4 年11月30日　14時30分～15時 
話題提供者：岡崎雅明教授（理工学研究科長）
参加者：25名

第 5回　「女性研究者と学長、担当理事、男女共同参画推進室長との懇談会」
日　時：令和 5 年 3 月17日　10時30分～11時30分
参加者：23名
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第 6回　「託児利用料補助などの支援策説明会・相談会」
日　時：令和 5 年 3 月27日　17時～19時
参加者： 3 名

○男女共同参画に関する学修機会
　次世代を担う学生のための男女共同参画推進の取組として、男女共同参画推進室専任担当教員は、教
養教育科目である「キャリア形成の基礎」と「持続可能な開発目標SDGs」でのジェンダー平等に関す
る講話、「キャリア形成の基礎【M医】」「キャリア形成の発展―ダイバーシティとキャリア」を担当し
たほか、医学部保健学科の専門科目「公衆衛生看護学演習」「セクシュアリティ論」、弘前大学・長崎大
学・宇都宮大学・東京外国語大学による多文化共生教育コンソーシアムの開講科目「多文化共生への誘
い」において、SOGIと人権に関する講義を担当しました。

○新採用教職員・新入生を対象とした男女共同参画の取組に関するフライヤー
　男女共同参画推進のための取組のうち、教職員や学生が利用可能な制度や施設、機会について、より
広く知ってもらう目的から、新採用教職員と新入生を対象にフライヤーを作成し、配布しました。

○ウェブサイト、ニュースレター、Twitter
　学内外への情報発信
とそれを通じた男女共
同参画推進の意識啓発
を図る目的から、令和
3 年度も随時、男女共
同参画推進室ウェブサ
イトとTwitterを更新
するとともに、男女共
同参画推進室ニュース
レター「さんかくつう
しん」を 2 月と 3 月に
発行しました。

弘前大学は教職員や学生が、性別、年齢、人種、国籍、宗教、障害、性的指向、
性別自認などを問わずに働きやすく学びやすい環境づくりに取り組んでいます。

since 2009 

弘弘前前大大学学教教職職員員ののみみななささんんがが利利用用ででききるる制制度度・・施施設設やや参参加加ででききるるププロロググララムムななどど

●ひろだい保育園
弘前大学の教職員は、養育する
お子さん（満8週間～小学校就学
前）を預けることができます。定員
は50名です。詳細やお問い合せは
人事課職員グループ（内線：3023
Email：jm3051）まで。

●研究支援員の配置
育児（妊娠中を含む）・介護により研究
活動の継続が困難な研究者（性別・
分野は問いません）に対し、研究支援
員（原則として本学の学生）を配置して
います。詳細やお問い合わせは
男女共同参画推進室まで。

掲載されている制度・施設やプログラムなどは2022年3月時点の情報です。 （2022年3月 弘前大学男女共同参画推進室発行）

●駐車許可証
通常、自家用車による通勤者への駐車許可証は、自宅からの
直線距離が文京町では2km以上、本町地区では3km以上の
場合に発行されます。ただし、子育て中の場合は、
両地区で条件が緩和されています。申請方法等については、
ご所属の総務グループへご確認ください。

QRコードから
男女共同参画
推進室WEBサイトに
アクセスできます

ほかに
●病児・病後児、休日勤務時、学会参加時等の託児利用料補助
●育児・介護休暇等の学内制度 などもあります。

利利用用者者のの声声
●職場から近い学内に駐車
できるようになったことで、
仕事に割ける時間も若干多く
なり、時間的にも精神的にも
大きな助けになりました。

●終業後すぐに子どもの
お迎えに行くことができ、次の
用事等をこなすのに時間的
余裕ができました。

制度・施設や情報意見交換の機会を、ぜひご活用ください。 弘前大学は、学生や教職員が、性別、年齢、人種、国籍、
宗教、障害、性的指向、性別自認などを問わずに
学びやすく働きやすい環境づくりに取り組んでいます。since 2009 

弘弘前前大大学学男男女女共共同同参参画画推推進進室室ににつついいてて

学学生生ののみみななささんんがが参参加加ででききるるププロロググララムム・・イイベベンントトななどどももあありりまますす

大学運営・教育研究における男女共同参画（ジェンダー平等）推進、学生のための男女共同参画推進、教職員のワーク・ライフ・
バランス支援のための制度づくり、研修機会の提供、情報発信などを行っています。

ワーク・ライフ・バランスや
LGBTQなどに関するセミナー

高校生のための
進路相談会で相談に乗る

地域で開かれる実験教室で
センセイ役をする

ほかにも
●教養教育キャリア科目などでのジェンダー関連講義
●男女共同参画に関する図書の貸出
●「さんかくダイアログ」の企画提案の機会
●ひろだい保育園の利用 など

QRコードから
男女共同参画
推進室WEBサイトに
アクセスできます

総合教育棟1階（自学自修室向かい）にあります。

WEBサイトやTwitterなどで情報発信中！
ジェンダー、セクシュアリティ、
ダイバーシティに関する提案など、
お気軽にご連絡ください。

掲載されている情報は2023年3月時点のものです。 （2023年3月 弘前大学男女共同参画推進室発行）
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その他・答えたくない
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交通費支援

リモートワーク支援

弘前でのパートナーの
職場確保支援

分からない

43.6%

41.8%

29.1%

30.9%

　本学は昨年９月、令和４年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ
イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特性対応型）」に選定されまし
た。「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」は、日本における女
性研究者比率が諸外国に比べて低いことなどを背景として、研究とライフ
イベントとの両立や女性研究者の研究力向上を通じたリーダー育成を一体
的に推進するなど、研究環境のダイバーシティ実現に関する目標・計画を
掲げ、優れた取組を実施する大学等を対象に、重点支援を行うものです。
その中でも、「特性対応型」では、分野や機関の研究特性や課題等に対応し、
研究効率の向上を図りつつ、女性研究者の活躍を促進する取組が補助され
ます。
　本学のプログラム「理工農系女性研究者５割増のためのスマートラボ化・
博士後期女性フェローシップ創設」では、男女共同参画推進室が中心とな

り、スマートラボ化ツールの導入による研究効率向上や、女性研究者比率
の増加が停滞している理工学分野と農学分野の博士後期課程の女性大学院
生を対象としたフェローシップ制度創設、女性研究者・若手研究者のキャ
リアマネジメントのシステム拡充に取り組みます。事業の実施期間は令和
４～９年度で、以上の取組を
通じて理工学研究科と農学生
命科学部の女性研究者５割
増、大学全体の女性研究者比
率23％の達成をめざして、
さらなるダイバーシティ研究
環境の推進を図ります。

　男女共同参画推進室では昨年４～５月、本学の女性研究者と大学院生を
それぞれ対象とした「女性研究者の実態・支援ニーズに関するアンケート」
（回答率：34.5％）と「大学院進学に関するアンケート」（回答率：
26.7％）をオンラインで実施しました。全教職員を対象とした「弘前大学
男女共同参画推進のための意識・実態調査」は５年に１度実施されていま
すが、直近の取組に活かすため、本学の女性研究者比率や大学院進学の現
状をふまえて対象者を限定して行いました。
　女性研究者のアンケートでは、プロモーションメンター制度や女性研究
者を研究代表者とする共同研究支援など現在実施中の支援策の認知度や活
性化方策、教員公募への女性研究者からの応募増のための方策、パートナー
がいる場合で別住まいの場合の支援策などについて尋ねました。回答から、
回答した女性研究者の約３割がパートナーがいるものの別住まいとなって
いることや、その際の支援策として「パートナーを月２～３回訪問可能な

交通費支援」（43.6％）や「リモートワーク支援」（41.8％）が望まれるこ
となどが明らかになりました（n=58）。
　大学院生のアンケートでは、進学の動機、将来の希望進路、より多くの
人が大学院に進学するために必要な方策などについて尋ねました。より多
くの人が進学するために必要な方策については、「入学金や授業料免除の
拡充」（80.4％）、「返済不要な奨学金の拡充」（63.3％）などが多く選ば
れました（n=246）。
　以上の調査で明らかになった状況やお寄せいただいた意見は、上記の補
助事業や男女共同参画推進室の令和５年度の事業計画策定などに反映され
ています。アンケート結果（速報）は昨年５月の男女共同参画推進委員会
に報告されました。詳細な結果は、本年度末までに男女共同参画推進室の
ホームページに掲載予定です。本アンケートにご協力くださった方々に、
この場をお借りして心より感謝申し上げます。

科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特性対応型）」に採択されました

女性研究者、大学院生アンケートを実施しました

女性研究者アンケート 大学院生アンケート

医学系
65.5%

人文社会・教育学系
20.7%

自然科学系
6.9%

地域イノベーション学系
3.4%

学系所属なし
3.4%

助教
51.7%

准教授
20.7%

教授
15.5%

講師
8.6%

助手
3.4%

理工学研究科
35.4%

保健学研究科
17.5%

農学生命科学研究科
16.3%

地域共創科学研究科
11%

医学研究科
7.3%

人文社会科学研究科
6.9%

教育学研究科
3.3% 地域社会研究科

2.4%

入学料や授業料免除の充実

返済不要な奨学金の拡充

先輩研究者から研究生

自身の進路に関する
研修や相談の充実

家族の理解

80.4%

63.3%

31%

29.8%

29.4%

65.5%

53.4%

37.9%

37.9%

22.4%

20.7%

19.0%

学内保育所や職員宿舎等、着任、後の本学の
福利厚生に関する情報発信

本学における女性研究者への研究支援制度の
公募要項への記載

応募してもらえそうな女性研究者の
積極的発掘・勧誘

募集する教員の
分野を広く設定

弘前での暮らしに
関する情報発信

女性応募者への面接時交通費
支援の実施の周知

女性を大学院に勧誘し本学で
採用可能な女性研究者を育成

研究者以外への
就職
45.9%

研究者への就職
24.0%

未定
21.1%

その他
8.8%

回答者の属性回答者の職位

パートナーが別居を要する遠方で暮
らしている場合、大学が行うとよい
と思う支援（複数回答）

教員公募への女性応募者を増やすた
めに有効だと思う方策（複数回答）

より多くの人が大学院に進学するために
必要な方策（複数回答、3つまで）

回答者の属性

将来の希望進路

回答者の性別
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　男女共同参画推進室では昨年12月21日、令和４年度弘前大学男女共同
参画トップセミナーをオンラインで開催しました。本セミナーは平成27
年度から、本学の役職員を主な対象として年度に１回開催されてきたもの
です。今回のテーマは「無意識の差別を考える　特権概念を手掛かりに」で、
Facilitator’s LABOの栗本敦子先生を講師にお迎えしました。栗本先生
からは、そもそもダイバーシティとは何かにはじまり、日常のことばに現
れる私たちの無意識の例、無意識の偏見につながるヒドゥン・カリキュラ
ム（隠れたカリキュラム）の例、特権とは何か、などについてお話しいた
だきました。また、日常生活のさまざまな場面で、悪意なく、無意識のう
ちに起きがちな事柄について、参加者が小グループに分かれて一緒に検討
するワーク「これってOK？アウト？」も行われました。まとめとして、ジェ
ンダー・ステレオタイプ、差別について学び続け理解を広げることや、個

人の心のありようや行動ではなく社会の構造としてとらえることなどの重
要性が述べられました。
　本学役職員や「あおもりダイバーシティ研究環境推進ネットワーク」機
関の方を含む30人の参加があり、参加者アンケート（回答数23）では18
人が「大変有意義だった」、５人が「有意義だった」との評価でした。「無
意識の差別や、好意として差別をおこなってしまうこと、さらに差別が個
人の意識ではなく社会の構造のなかに生まれることをよく理解できまし
た。仕組みや制度を変えることで､ 働きやすい職場をつくるよう行動して
いきたい」「グループワークがあることで自分の偏見に改めて気がつくこ
とができました」などの感想が寄せられました。

　前号でお伝えしましたように、弘前大学は本年度、文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特性対応型）
に採択されました（事業期間：令和４～９年度）。この事業の主な取組のひとつに、スマートラボ化による研究効率の向上支援があります。このたびこの
取組の一環として、①遠隔実験モニタリングシステムの導入、②研究打合せなど会議での発言をAIで自動テキスト化するツールの導入、③研究室（個室）
を持たない教員などのための遠隔会議ブースの設置、④ライフイベント中の教員などのためのオンライン会議用貸し出し防音パーティションの導入を行い
ました。
　遠隔実験モニタリングシステム、発言のAI自動テキスト化ツールは、試行運用中です。遠隔会議ブースは、文京町地区はコラボ弘大１階、本町地区は
医学部コミュニケーションセ
ンター２Fに１台ずつ設置さ
れ、令和５年度から本格運用
予定です（利用には、予約が
必要です）。防音パーティショ
ン（組み立て式・ライト付）
は貸し出しを進めておりま
す。貸出時の折りたたまれた
状 態 の サ イ ズ は42cm×
60cm×10cmで、重さは約
1.8kgです。貸し出しを希望
される方は、男女共同参画推
進室（連絡先は本ニュースレ
ター裏面下部にあります）へ
お気軽にご連絡ください。

男女共同参画トップセミナーを開催しました

研究効率向上支援ツールをご活用ください

「特権」概念について説明する栗本敦子先生

「特権」の例

・�自分の子どもの世話をしているだけで、「すばらしい親」の事例として
ほめてもらえる。
・「責任者」と話がしたいと言えば、同性の人が出てくる。
・�結婚して名前を変えることはなく、変えないのはなぜかを聞かれること
もない。
・性別のために仕事に就けたと思われることはない。
・�自分が他の人へ持つ恋愛感情は、普通でまともだと信じて育ってきて
いる。
・�恋愛関係や結婚について話をするとき、自分の恋愛観について「性的
指向を強調しすぎ」と責められることはない。
・�家族や友人に自分の性的指向が知られたら経済的・身体的・精神的に
追いやられるかもしれないという恐怖感がない。

貸出用防音パーティション 貸出用防音パーティション
搬送パッケージの様子

遠隔会議用ブース
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資料　令和４年度　男女共同参画推進室　主な事業一覧
月 事業内容 会議等

４月 １日 女性教員採用促進事業（女性教員リクルート経費
支援）開始
託児利用料補助申請受付開始

新採用教職員・新入生へのフライヤー配布

20日

26日

男女共同参画推進室運営会議（以下、運
営会議）
令和４年度第１回男女共同参画推進委員
会（以下、委員会）

５月 16日
23日

子育て・介護中の研究者への研究支援員配置開始
プロモーションメンター制度開始通知

10日

20日
18日
25日

子育て・介護中の研究者支援制度選考委
員会（年度途中申請分）
共同研究支援審査委員会
運営会議
第２回委員会

６月 １日 女性研究者を研究代表者とする共同研究支援事業
　支援開始

６日

22日
28日

北東北ダイバーシティ研究環境推進コ
ミッティ
運営会議
第３回委員会

17・18日　生理用品無償配布（～８月）

７月 13日
30日

第１回「さんかくダイアログ」開催
青森市男女共同参画プラザ女子小学生対象理科実
験教室（後援事業）開催

11日

20日
27日

北東北大学連携男女共同参画推進連絡会
議（室長会議）
運営会議
第４回委員会

８月 8・9日　女子学生による理系女子進路相談会開催

９月 11日

28日

弘前市理工系分野女性活躍推進事業（共催事業）
開催
北東北国立3大学男女共同参画シンポジウム

10月 22・23日　総合文化祭での女性研究者ポスター展示 18日
26日

運営会議
第５回委員会31日 第２回「さんかくダイアログ」開催

11月 12日

15日
30日

アピオあおもり秋まつりでの女性研究者ポスター
展示
第３回「さんかくダイアログ」開催
第４回「さんかくダイアログ」開催

16日
25日

運営会議
第６回委員会

12月 21日 男女共同参画トップセミナー開催 20日 令和４年度理農女性フェローオンライン
審査

１月 18日
25日

運営会議
第７回委員会

２月 18日 工学系キャリアサポート

「さんかくつうしん」Vol.26発行

３月 17日
27日

第５回「さんかくダイアログ」
第６回「さんかくダイアログ」

「さんかくつうしん」Vol.27発行

13日

14日

15日
22日
30日

令和５年度子育て・介護中の研究者支援
制度選考委員会
あおもりダイバーシティ研究環境推進
ネットワーク年次会議
運営会議
第８回委員会
令和５年度理農女性フェローオンライン
審査

令和４年度の会議等は、原則としてすべてオンラインで行われました。
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